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令和元年第２回中間市議会定例会会期日程（案） 

（会 期 ６月１８日～６月２８日：１１日間） 

月   日 曜 本 会 議 委員会 審   査   事   項 

 ６月１８日 火

開   議

午前１０時

１．会期の決定 

２．同意案第１号 

３．承認第１号～第４号 

４．第２４号議案～第３６号議案 

 ┌ 議案上程・提案理由説明    ┐

 └ 質疑・討論・採決       ┘

 ６月１９日 水 休   会

 ６月２０日 木

開   議

午前１０時

１．一般質問 

２．承認第１号～承認第４号 

３．第２４号議案～第３６号議案 

 [ 質疑・討論・採決・委員会付託 ] 

 ６月２１日 金 休   会

 ６月２２日 土 休   会

 ６月２３日 日 休   会

 ６月２４日 月 休   会 委員会

 ６月２５日 火 休   会 委員会

 ６月２６日 水 休   会 委員会

 ６月２７日 木 休   会

 ６月２８日 金

開   議

午前１０時

１．第２４号議案～第３６号議案 

２．意見書案第５号～第８号 

 ┌ 議案上程・提案理由説明    ┐

 └ 委員長報告・質疑・討論・採決 ┘
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諸 般 の 報 告 

第２回中間市議会定例会 

令和元年６月１８日 

（報告書の受領） 

１．地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、各会計の例月出納検査結果報告書を、

平成３１年２月２０日、２１日、２６日、２７日、３月５日、８日、１４日、１９日、

２６日、２７日、２９日、４月１２日、１８日、２３日、令和元年５月７日付で監査委

員から下記のとおりそれぞれ受領した。 

記 

（１）一般会計及び特別会計  平成３０年度１０月分～１月分 

（２）水 道 事 業 会 計  平成３０年度１０月分～２月分 

（３）病 院 事 業 会 計  平成３０年度７月分～１月分 

２．地方自治法第１９９条第９項の規定により、定期監査結果報告書を、平成３１年２月

２０日、３月７日、４月３日、１８日、令和元年５月７日、３１日付で監査委員から下

記のとおりそれぞれ受領した。 

記 

（１）消 防 本 部  平成２８年度 

平成２９年度 

（２）財 政 課  平成２８年度 

平成２９年度 

（３）福 祉 支 援 課  平成２８年度 

平成２９年度 

（４）市 民 課  平成２８年度 

平成２９年度 

（５）会 計 課  平成２８年度 

平成２９年度 

（６）小 学 校 ３ 校  平成３０年度 

３．地方自治法第１９９条第９項の規定により、財政援助団体監査報告書を、平成３１年

３月１９日付で監査委員から下記のとおり受領した。 
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記 

（１）公益社団法人中間市シルバー人材センター   平成２８年度 

                  平成２９年度 

４．地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、平成３０年度中間市一般会計繰越

明許費繰越計算書及び平成３０年度中間市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算

書を５月３１日付で市長から受領した。 

５．地方自治法第１４５条第１項の規定により、平成３０年度中間市一般会計継続費繰越

計算書を５月３１日付で市長から受領した。 

６．地方自治法第１８０条第２項の規定により、専決処分の報告書を、令和元年５月

３１日付で市長から下記のとおり受領した。 

記 

（１）損害賠償の額を定め、和解することについて 

 ・相 手 方  水巻町在住 女性 ５１歳 

 ・事故の概要  事故発生日時 平成３１年２月２７日（水） 午後１時００分頃 

          事故の発生場所 中間市大字中間１００１８番地内 

                  中間市役所前遠賀川河川敷駐車場 

          事 故 の 状 況 市職員がマイクロバスによる小学校児童の送迎業

務を遂行するに当たって、事故発生場所内の駐車

区画に駐車するため当該車両を後退させたところ、

停車中の相手方車両と衝突した。これにより、相

手方車両については後方部のバンパーが破損し、

また、マイクロバスについては後方部が損傷した。 

 ・損害賠償の額  ６４，０００円 

（意見書の提出） 

 平成３１年３月２０日の本会議で可決された下記の意見書を、同日付で関係機関に対し

てそれぞれ送付した。 

記 

（１） 食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みを進める意見書 

（２） 妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書 

（３） 「核兵器禁止条約」に署名・批准を求める意見書 
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─────────────────────────────────────────────────── 

令和元年 第２回 ６月（定例）中 間 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                           令和元年６月18日（火曜日） 

─────────────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       令和元年６月18日 午前10時00分開会 

 日程第 １ 会期の決定 

 日程第 ２ 同意案第１号 教育委員会委員の任命について 

（日程第２ 提案理由説明・質疑・討論・採決） 

 日程第 ３ 承認第１号 専決処分を報告し、承認を求めることについて 

              （令和元年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第

１号）） 

 日程第 ４ 承認第２号 専決処分を報告し、承認を求めることについて 

              （令和元年度中間市住宅新築資金等特別会計補正予算（第

１号）） 

（日程第３～日程第４ 提案理由説明） 

 日程第 ５ 承認第３号 専決処分を報告し、承認を求めることについて 

              （中間市市税条例等の一部を改正する条例） 

 日程第 ６ 承認第４号 専決処分を報告し、承認を求めることについて 

              （中間市都市計画税条例の一部を改正する条例） 

（日程第５～日程第６ 提案理由説明） 

 日程第 ７ 第２４号議案 令和元年度中間市一般会計補正予算（第１号） 

（日程第７ 提案理由説明） 

 日程第 ８ 第２５号議案 中間市市税条例の一部を改正する条例 

 日程第 ９ 第２６号議案 中間市行政財産使用料条例等の一部を改正する条例 

 日程第１０ 第２７号議案 中間市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する

条例 

 日程第１１ 第２８号議案 中間市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例 

 日程第１２ 第２９号議案 中間市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例 

 日程第１３ 第３０号議案 中間市介護保険条例の一部を改正する条例 

 日程第１４ 第３１号議案 中間市火災予防条例の一部を改正する条例 

 日程第１５ 第３２号議案 中間市水道事業給水条例の一部を改正する条例 
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（日程第８～日程第１５ 提案理由説明） 

 日程第１６ 第３３号議案 消防ポンプ自動車の購入について 

（日程第１６ 提案理由説明） 

 日程第１７ 第３４号議案 中間市道路線の認定について 

（日程第１７ 提案理由説明） 

 日程第１８ 第３５号議案 和解することについて 

 日程第１９ 第３６号議案 和解することについて 

（日程第１８～日程第１９ 提案理由説明） 

 日程第２０ 会議録署名議員の指名 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

 １番 植本 種實君       ２番 小林 信一君 

 ３番 堀田 克也君       ４番 柴田 芳信君 

 ５番 田口 澄雄君       ６番 田中多輝子君 

 ７番 掛田るみ子君       ８番 草場 満彦君 

 ９番 中尾 淳子君      １０番 山本 慎悟君 

１１番 安田 明美君      １２番 梅澤 恭徳君 

１３番 柴田 広辞君      １４番 中野 勝寛君 

１５番 井上 太一君      １６番 下川 俊秀君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………… 福田  浩君   副市長 …………… 白尾 啓介君 

教育長 …………… 片平 慎一君   総務部長 ………… 園田  孝君 

市長公室長 ……… 田中 英敏君   市民部長 ………… 安徳  保君 

保健福祉部長 …… 船津喜久男君   建設産業部長 …… 藤田 宜久君 

教育部長 ………… 佐伯 道雄君                    

環境上下水道部長 ………………………………………………… 井上  一君 

市立病院事務長 … 貞末 孝光君   消防長 …………… 三船 時彦君 
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企画政策課長 …… 濱田  学君   総務課長 ………… 後藤 謙治君 

財政課長 ………… 蔵元 洋一君   課税課長 ………… 芳賀麻里子君 

安全安心まちづくり課長 ………………………………………… 石井 浩司君 

人権男女共同参画課長 …………………………………………… 大庭 省二君 

健康増進課長 …… 岩河内弘子君   こども未来課長 … 平川 佳子君 

介護保険課長 …… 冷牟田 均君   上水道課長 ……… 田中 秀一君 

都市計画課長 …… 白石 和也君   消防総務課長 …… 伊藤 裕之君 

消防予防課長 …… 林  誠志君                    

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 西村 拓生君       書  記 谷山 隆二君 

書  記 志垣 憲一君       書  記 石田 花野君 

────────────────────────────── 
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午前10時01分開会 

○議長（下川 俊秀君）  

 ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しております。 

 これより令和元年第２回中間市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、ご了承をお願いいたします。 

 この際、日程に入ります前に、諸般の報告を行います。報告事項はお手元に配付してお

ります。朗読は省略したいと思いますので、ご了承をお願いいたします。 

 なお、本日の議案等の朗読は省略したいと思いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会期の決定

○議長（下川 俊秀君）  

 これより日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期定例会の会期は、お手元の会期日程表のとおり、本日から６月

２８日までの１１日間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（下川 俊秀君）  

 ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は１１日間と決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．同意案第１号

○議長（下川 俊秀君）  

 次に、日程第２、同意案第１号教育委員会委員の任命についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。福田市長。 

○市長（福田  浩君）  

 皆さん、おはようございます。 

 それでは提案理由を述べさせていただきます。 

 同意案第１号教育委員会委員の任命について、提案理由を申し上げます。 

 本市の教育委員会委員であります齊田彰道氏の任期が今月１６日に満了しましたことか

ら、後任の委員といたしまして、教育に関し高い識見を有しておられます太田かおり氏を

任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、

議会の同意を求めるものでございます。 

 ご同意のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下川 俊秀君）  

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（下川 俊秀君）  
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 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております同意案第１号は、委員会の付託を省

略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（下川 俊秀君）  

 ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（下川 俊秀君）  

 討論なしと認めます。 

 これより同意案第１号教育委員会委員の任命についてを採決いたします。 

 この採決は無記名投票をもって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

（議場閉鎖） 

○議長（下川 俊秀君）  

 ただいまの出席議員は１５人であります。 

 投票用紙を配付させます。 

（投票用紙配付） 

○議長（下川 俊秀君）  

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（下川 俊秀君）  

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

（投票箱点検） 

○議長（下川 俊秀君）  

 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。本案について同意することに賛成の諸君は賛成と、また反対の

諸君は反対と記載の上、点呼に応じて順次投票をお願いします。 

 なお、重ねて申し上げます。投票用紙に賛否を表明しない投票及び賛否の明らかでない

投票は、会議規則第７０条第２項の規定により否とみなします。 

 点呼を命じます。 

（事務局長点呼・議員投票） 

……………………………………………………………………………… 

 １番  植本 種實議員      ２番  小林 信一議員 
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 ３番  堀田 克也議員      ４番  柴田 芳信議員 

 ５番  田口 澄雄議員      ６番  田中多輝子議員 

 ７番  掛田るみ子議員      ８番  草場 満彦議員 

 ９番  中尾 淳子議員     １０番  山本 慎悟議員 

１１番  安田 明美議員     １２番  梅澤 恭徳議員 

１３番  柴田 広辞議員     １４番  中野 勝寛議員 

１５番  井上 太一議員                  

……………………………………………………………………………… 

○議長（下川 俊秀君）  

 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（下川 俊秀君）  

 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

 議場閉鎖を解きます。 

（議場開鎖） 

○議長（下川 俊秀君）  

 開票を行います。 

 会議規則第３１条第２項の規定により、立会人に田口澄雄君及び掛田るみ子さんを指名

いたします。よって、両君の立ち合いをお願いします。 

（開票） 

○議長（下川 俊秀君）  

 投票の結果を報告いたします。投票総数１５票、これは先ほどの出席議員数に符合して

おります。そのうち賛成１５票。 

 以上のとおり全員賛成であります。よって、同意案第１号については、これに同意する

ことに決しました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午前10時09分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時11分再開 

○議長（下川 俊秀君）  

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．承認第１号

日程第４．承認第２号

○議長（下川 俊秀君）  
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 次に、日程第３、承認第１号及び日程第４、承認第２号の専決処分２件を一括議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。福田市長。 

○市長（福田  浩君）  

 承認第１号令和元年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第１号）につきまし

ては、本年５月３１日付で地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分といたしま

したので、同条第３項の規定によりご報告申し上げます。 

 平成３０年度の中間市特別会計国民健康保険事業の決算を調製いたしましたところ、歳

入総額にあっては５０億５,２８０万円、また、歳出総額にあっては６０億２２０万円と

なり、差し引き９億４,９４０万円の不足が生じました。 

 これを補填するため、令和元年度補正予算として、歳出につきましては、９款の前年度

繰上充用金に、また、歳入につきましては、８款の諸収入にそれぞれ９億４,９４３万

１,０００円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ６０億９,９０９万１,０００円と

いたしました。 

 なお、平成３０年度単年度決算につきましては、６,４４０万円の黒字決算となってお

ります。この要因といたしましては、療養費に充当する普通交付金の概算交付額が過大交

付となったことなどによるものであり、この過大交付分は、令和元年度に精算予定である

ことから、国保財政の根本的な改善には至っておりません。 

 また、国民健康保険税につきましては、被保険者数の減少等により、前年度より

４,１６０万円の減額となっております。 

 収納率に関しましては、現年分、滞納分ともに上昇し、前年度から１.１１ポイントの

上昇となる８２.９５％となっております。 

 昨年度から都道府県単位で国民健康保険財政を運営しておりますが、今後も国民健康保

険税の徴収強化及び保健事業の充実に積極的に取り組み、市民の健康増進を推進すること

により、医療費の適正化に努め、福岡県と連携し国民健康保険財政の健全化を図ってまい

る所存でございます。 

 次に、承認第２号令和元年度中間市住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、本年５月３１日付で地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分といた

しましたので、同条第３項の規定によりご報告いたします。 

 平成３０年度の中間市住宅新築資金等特別会計の決算を調製いたしましたところ、歳入

総額にあっては７５０万円、また、歳出総額にあっては３億４,４９０万円となり、差し

引き３億３,７４０万円の不足が生じました。 

 これを補填するため、歳出につきましては、２款前年度繰上充用金に、また、歳入につ

きましては、２款諸収入にそれぞれ３億３,７４１万６,０００円を追加し、補正後の予算

総額を歳入歳出それぞれ３億３,９０１万６,０００円といたしました。 
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 なお、単年度収支におきましては、６４０万円の黒字決算となっております。 

 また、債権の回収及び債権放棄による債務残高の減少に伴い、平成２２年度決算額６億

１,４４５万円に対しまして、平成３０年度決算額は３億４,４９３万円となっております。 

 今後におきましても、未収債権回収に鋭意取り組んでまいります。 

 ご審議の上、ご承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下川 俊秀君）  

 ただいま議題となっております専決処分２件に対する質疑は、６月２０日の本会議で行

いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．承認第３号

日程第６．承認第４号

○議長（下川 俊秀君）  

 次に、日程第５、承認第３号及び日程第６、承認第４号の専決処分２件を一括議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。福田市長。 

○市長（福田  浩君）  

 承認第３号及び承認第４号につきましては、関連がございますので併せて報告申し上げ

ます。 

 初めに、承認第３号の中間市市税条例等の改正について、ご説明申し上げます。 

 今回の条例改正につきましては、国における平成３１年度の税制改正により、地方税法

等の一部を改正する法律その他複数の法律が本年３月２９日に公布されたことに伴い、中

間市市税条例等を改正する必要が生じましたが、これらの法律の施行日が、原則として本

年４月１日でありましたことから、税制の一体的な執行のため、地方自治法第１７９条第

１項の規定により、３月３１日付で専決処分といたしましたので、同条第３項の規定によ

り市議会に報告し、承認を求めるものでございます。 

 条例改正の主な内容につきましては、まず、法人市民税に関する部分におきましては、

地方法人課税における新たな偏在是正措置として、都市と地方の持続可能な発展のための

地方税体系の構築の観点から「特別法人事業税及び特別法人事業譲与税に関する法律」に

おいて、特別法人事業税が創設されることに併せ、法人事業税の税率を引き下げるもので

ございます。 

 次に、消費税率の１０％への引き上げに併せ、本年１０月１日以後に初回新規登録を受

けた自家用乗用車から小型自動車を中心に、全ての税率区分において自動車税の税率を恒

久的に引き下げることにより、需要を平準化するとともに、国内自動車市場の活性化と新

車代替の促進による燃費性能の優れた自動車ですとか、先進安全技術搭載車の普及等を図

るものでございます。 
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 なお、恒久減税による地方税の減収につきましては、グリーン化特例及びエコカー減税

等の見直しにより、これに見合った地方税財源を確保することといたしております。 

 次に、個人住民税に関する部分におきましては、消費税率の引き上げに伴う需要変動の

平準化対策として、所得税の住宅ローン控除期間を３年延長するものでございます。 

 また、ふるさと納税制度の健全な発展に向けて、一定基準の中で地方公共団体が創意工

夫することにより、全国各地の地域活性化につなげるため、ふるさと納税制度の見直しを

行うものでございます。 

 また、個人住民税の非課税措置として、事実婚状態でないことを確認した上で支給され

る児童扶養当対象者で、前年の合計所得金額が１３５万円以下であるひとり親に対して、

個人住民税の非課税措置を講じるものでございます。 

 次に、固定資産税に関する部分におきましては、税負担の軽減措置として、熊本地震に

よる被災住宅用地に係る課税標準の特例措置の適用期間を２年延長するものでございます。 

 なお、条例の施行日につきましては、法律の改正に合わせ、平成３１年４月１日、その

他地方税法等の改正に合わせた個別の施行日といたしております。 

 次に、承認第４号の中間市都市計画税条例の改正についてでございますが、今回の条例

改正につきましては、地方税法等の一部を改正する法律等が本年３月２９日に公布された

ことに伴い、中間市都市計画税条例を改正する必要が生じましたが、同法の改正において

は、施行日が本年４月１日でありましたことから、地方自治法第１７９条第１項の規定に

より、３月３１日付で専決処分といたしましたので、同条第３項の規定により市議会に報

告し、承認を求めるものでございます。 

 条例改正の主な内容といたしましては、法律改正に伴い、条例で引用しております地方

税法の項にずれが生じましたことから、これを改めるものでございます。 

 なお、条例の施行日につきましては、法律の改正に合わせ、平成３１年４月１日から施

行することといたしております。 

 ご審議の上、ご承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下川 俊秀君）  

 ただいま議題となっております専決処分２件に対する質疑は、６月２０日の本会議で行

いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．第２４号議案

○議長（下川 俊秀君）  

 次に、日程第７、第２４号議案令和元年度中間市一般会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。福田市長。 

○市長（福田  浩君）  
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 第２４号議案令和元年度中間市一般会計補正予算（第１号）について、提案理由を申し

上げます。 

 今回の補正予算の歳出の主なものといたしましては、まず、民生費におきまして、プレ

ミアム付商品券事業に要する経費として６,１９０万円を計上し、低所得者及び子育て世

帯への消費税増税の影響緩和を図ってまいります。 

 また、幼稚園、保育園、認定こども園等を利用する子どもたちを対象とした利用料の無

償化に対応するための保育所システム改修委託料を１,１４０万円計上し、幼児教育の負

担軽減を図ってまいります。 

 次に、商工費におきまして、地域振興券の販売に対する補助を行うための地域経済活性

化対策補助金を５２０万円計上し、地域経済の活性化を推進してまいります。 

 こうした経費の財源となります歳入につきましては、国庫支出金におきましてプレミア

ム付商品券事業に対する補助金を６,１９０万円、県支出金におきまして幼児教育無償化

事業費県補助金を１,１４０万円計上いたしております。 

 また、基金繰入金として、地域振興整備基金繰入金を５２０万円計上いたしております。 

 以上により、歳入歳出それぞれ７,８７１万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１８７億３,５５１万円とするものでございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下川 俊秀君）  

 ただいま議題となっております第２４号議案に対する質疑は、６月２０日の本会議で行

いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第 ８．第２５号議案

日程第 ９．第２６号議案

日程第１０．第２７号議案

日程第１１．第２８号議案

日程第１２．第２９号議案

日程第１３．第３０号議案

日程第１４．第３１号議案

日程第１５．第３２号議案

○議長（下川 俊秀君）  

 次に、日程第８、第２５号議案から日程第１５、第３２号議案までの条例改正８件を一

括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。福田市長。 

○市長（福田  浩君）  

 第２５号議案中間市市税条例の一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 
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 今回の条例改正は、法人市民税の法人税割額の税率を見直すものでございます。 

 法人税割額の税率につきましては、平成２９年４月１日に予定されておりました消費税

率の引き上げに伴い、本条例について、同日から１００分の１１.９を１００分の８.２に

変更する内容を含む一部改正を平成２８年３月３１日付専決処分により行い、同年６月議

会において報告し、承認をいただいております。 

 その後、国において消費税率の引き上げが平成２９年４月１日から本年１０月１日に延

期されましたことから、本条例におきましても、平成２９年３月議会で議決をいただいて

所要の改正を行い、法人税割額の税率の変更を同日まで延期いたしておりますところ、昨

今の本市の厳しい財政状況に鑑み、同日以降の当該税率を見直すものでございます。 

 具体的には、本年１０月１日以降の法人税割額の税率につきまして、１００分の

８.２から、国の制限税率内で０.２％引き上げ、１００分の８.４といたしております。 

 なお、条例の施行日につきましては、本年１０月１日に消費税率の引き上げが予定され、

同時に地域間の税源の偏在是正を図るための法人市民税の税率変更も予定されております

ことから、これらについても複数の期日を設けることによる混乱を避けるため、令和元年

１０月１日から施行することといたしております。 

 次に、第２６号議案中間市行政財産使用料条例等の一部を改正する条例について、提案

理由を申し上げます。 

 今回の条例改正は、平成２８年１１月１８日に「社会保障の安定財源の確保等を図る税

制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律等の一部を改正する法

律」及び「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法

及び地方交付税法の一部を改正する法律等の一部を改正する法律」が成立し、消費税率の

１０％への引き上げ及び軽減税率制度の実施時期が本年１０月１日とされたことに伴うも

のでございます。 

 条例の内容といたしましては、本市の複数の条例において規定する使用料の額、乗率等

につきまして、１００分の１０８を１００分の１１０に改めるなど、法の規定する消費税

率に相当する乗率及び消費税相当額を加算した額に改めるものでございます。 

 また、用字用語の見直し等も併せて行っております。 

 なお、条例の施行日につきましては、法の施行日に合わせて令和元年１０月１日とし、

一部、水道料及び下水道使用料等におきましては、それぞれの額の確定時期等に応じ、必

要な経過措置を設けることといたしております。 

 次に、第２７号議案中間市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて、提案理由を申し上げます。 

 今回の条例改正は、「災害弔慰金の支給等に関する法律」及び「災害弔慰金の支給等に

関する法律施行令」が改正され、本年４月１日から施行されたことに伴うものでございま

す。 
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 条例の改正内容といたしましては、まず、政令におきまして、災害援護資金の貸し付け

に当たって保証人を立てる義務について、これを定める条項が廃止され、市町村の判断に

よるものとされましたことから、条例における保証人に関する規定を見直し、資金を借り

受ける者の任意とするものでございます。 

 また、同資金の償還方法について、現行の年賦償還及び半年賦償還に、月賦償還を加え

る改正が行われましたことから、条例におきましても同様の改正を行うものでございます。 

 次に、法におきまして、同資金の貸付利率について、年３％以内で条例で定める率とす

る改正が行われましたことから、現在、条例において年３％としている貸付利率につきま

して、保証人を立てる場合は無利子とし、保証人を立てない場合は一定の据置期間経過後

に年１％とするものでございます。 

 なお、条例の施行日につきましては、公布の日とし、本年４月１日以降に生じた災害に

より被害を受けた世帯の世帯主に対する災害援護資金の貸し付けについて適用することと

いたしております。 

 次に、第２８号議案中間市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

 今回の条例改正は、厚生労働省令であります「家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準」の一部が改正され、本年４月１日に施行されたことに伴うものでございます。 

 条例の改正内容について、ご説明申し上げます。 

 まず、家庭的保育事業者等につきまして、利用乳幼児に対する保育の適正かつ確実な提

供及び同事業者等による保育の提供が終了した満３歳以上の児童に対する必要な教育また

は保育の継続的な提供のため、来年３月３１日までの猶予期間を設けた上で、連携施設の

適切な確保を義務づけておりますところ、当該猶予をさらに５年延長するものでございま

す。 

 また、当該連携施設の要件のうち、卒園後の受け皿の提供に係るものにつきまして、そ

の確保が著しく困難である場合には、卒園後の連携協力を行う者を適切に確保することで、

卒園後の受け皿となる連携施設の確保を不要とするものでございます。 

 次に、保育所型事業所内保育事業所のうち満３歳以上の児童を受け入れているものにつ

きまして、市長が認める場合に、卒園後の受け皿となる連携施設の確保を不要とするもの

でございます。 

 次に、家庭的保育事業の認可を得た施設等における利用乳幼児への食事の提供について、

自園調理への移行を努力義務とした上で、当初の条例の施行日から起算して１０年の猶予

期間を設けるものでございます。 

 なお、条例の施行日につきましては、公布の日といたしております。 

 次に、第２９号議案中間市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 
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 今回の条例改正は、国における制度の見直しにより、本年４月１日から、都道府県に加

え指定都市も放課後児童支援員の認定研修を実施できるようになったことを踏まえ、厚生

労働省令であります「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」の一部が改

正され、同日から施行されたことに伴うものでございます。 

 条例の改正内容といたしましては、同省令におきまして、放課後児童健全育成事業所に

配置する放課後児童支援員の認定研修の実施機関に指定都市の長を加える改正が行われま

したことから、条例におきましても、同様の改正を行うものでございます。 

 なお、条例の施行日につきましては、公布の日といたしております。 

 第３０号議案中間市介護保険条例の一部を改正する条例について、提案理由を申し上げ

ます。 

 今回の条例改正は、「介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政

令の一部を改正する政令」が本年４月１日に施行され、負担軽減措置に係る内容が見直さ

れたことに伴うものでございます。 

 介護保険料につきましては、平成２７年度から、消費税による公費を投入して低所得者

の介護保険料の軽減を行う負担軽減措置の仕組みが設けられております。 

 本市におきましては、第１号被保険者のうち第１段階の該当者に対し、保険料基準額に

乗じる割合から０.０５を減じた保険料率を適用し、介護保険料額を引き下げております

ところ、本年１０月に消費税率の１０％への引き上げが予定されておりますことから、さ

らに軽減の強化を行うものでございます。 

 具体的な内容について、ご説明申し上げます。 

 まず、第１段階につきましては、保険料率を０.４５からさらに０.０７５を減じた

０.３７５とし、年額で３万２,０５９円から２万６,７１６円に引き下げるものでござい

ます。 

 また、市町村民税非課税世帯である第２段階及び第３段階につきましても、負担軽減措

置の対象とし、第２段階にあっては保険料率を０.７から０.１を減じた０.６とし、年額

で４万９,８７０円から４万２,７４６円に引き下げ、第３段階にあっては保険料率を

０.７５から０.０２５を減じた０.７２５とし、年額で５万３,４３３円から５万

１,６５１円に引き下げるものでございます。 

 なお、条例の施行日につきましては、公布の日とし、今年度分の介護保険料から適用す

ることといたしております。 

 次に、第３１号議案中間市火災予防条例の一部を改正する条例について、提案理由を申

し上げます。 

 今回の条例改正は、総務省令であります「住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例

の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令」、これが本年２月２８日に施行

されたことに伴うものでございます。 
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 条例の改正内容につきましては、まず、同総務省令におきまして、スプリンクラー設備

の規格につきまして、自治省令であります「閉鎖型スプリンクラーヘッドの技術上の規格

を定める省令」の表現に合わせる旨の改正が行われましたことから、同様の表現に合わせ

るものでございます。 

 また、同総務省令におきまして、住宅用防災警報器の設置につきまして、特定小規模施

設用自動火災報知設備を設置することで免除が可能である旨の規定が追加されましたこと

から、条例におきましても、これを追加するものでございます。 

 なお、条例の施行日につきましては、令和元年７月１日といたしております。 

 次に、第３２号議案中間市水道事業給水条例の一部を改正する条例について、提案理由

を申し上げます。 

 今回の条例改正は、水道法の一部が改正され、本年１０月１日から指定給水装置工事事

業者の指定について、５年ごとの更新制が導入されることに伴うものでございます。 

 主な改正内容といたしましては、指定給水装置工事事業者の更新制導入に当たり、更新

手数料を新設するものでございます。 

 具体的には、更新手数料を８,０００円とし、５年ごとの更新の際に徴収することとい

たしております。 

 また、用字用語の見直しも併せて行っております。 

 なお、条例の施行日につきましては、法の施行日に合わせ、令和元年１０月１日といた

しております。 

 ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下川 俊秀君）  

 ただいま議題となっております条例改正８件に対する質疑は、６月２０日の本会議で行

いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．第３３号議案

○議長（下川 俊秀君）  

 次に、日程第１６、第３３号議案消防ポンプ自動車の購入についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。福田市長。 

○市長（福田  浩君）  

 第３３号議案消防ポンプ自動車の購入について、提案理由を申し上げます。 

 現在、消防本部に配備しております消防ポンプ自動車につきましては、平成５年に購入

し、登録から２６年が経過しておりますことから、車両及びこれに附属する消防ポンプな

どの機械器具につきまして、経年劣化による不具合が年々増加している状況でございます。 

 このような状況を改善し、消防活動能力の向上及び本市における各種災害への的確な対

応を図るためには、最新の機械器具を装備した消防ポンプ自動車の導入が必要と考えられ
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ますことから、今年度予算に消防ポンプ自動車購入のための費用を計上し、平成３１年第

１回定例会において議決をいただいているところでございます。 

 このたび、消防ポンプ自動車購入につきまして、５月１６日に予定価格を３,９２７万

２,６８８円とし、９社による入札を行いました結果、株式会社ハッセイが３,９２０万

４,０００円で落札しましたことから、同日付けで同社と仮契約を締結いたしております。 

 つきましては、同社から消防ポンプ自動車を購入するに当たりまして、地方自治法第

９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第３条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下川 俊秀君）  

 ただいま議題となっております第３３号議案に対する質疑は、６月２０日の本会議で行

いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．第３４号議案

○議長（下川 俊秀君）  

 次に、日程第１７、第３４号議案中間市道路線の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。福田市長。 

○市長（福田  浩君）  

 第３４号議案中間市道路線の認定について、提案理由を申し上げます。 

 今回、認定をいたします路線は、城丸９号線の１路線でございます。 

 この路線につきましては、垣生地内の開発行為に伴い、当該道路の帰属を受け、認定す

るものでございます。 

 道路の概要といたしましては、幅員６.１７メートル、実延長２９.６２メートルでござ

います。 

 以上のとおり、当該路線を市道として認定するに当たり、道路法第８条第２項の規定に

より、議会の議決を求めるものでございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下川 俊秀君）  

 ただいま議題となっております第３４号議案に対する質疑は、６月２０日の本会議で行

いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．第３５号議案

日程第１９．第３６号議案

○議長（下川 俊秀君）  

 次に、日程第１８、第３５号議案及び日程第１９、第３６号議案の和解することについ
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て２件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。福田市長。 

○市長（福田  浩君）  

 第３５号議案和解することについて、提案理由を申し上げます。 

 市立さくら保育園園児バスと第三当事者車両との間で、昨年８月１６日に生じた本件交

通事故につきましては、同年１０月１７日付で損害賠償の額を定め、和解することについ

て専決処分を行い、同年１２月市議会定例会においてご報告を行っております。 

 当該交通事故におきましては、園児バスの運転を受託していた株式会社忠助の責めに帰

すべき理由により本市にも損害が生じましたことから、当該損害の賠償について交渉を重

ね、このたび、協議が整いました。 

 その概要といたしましては、本件交通事故により本市に生じた損害の額について、本市

が西日本自動車共済協同組合に支払うべき保険料の差額１万４,４４０円が少なくとも

３年間継続することによる損害４万３,３２０円とするものでございます。 

 以上のとおり和解することにつきまして、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に

より、議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、第３６号議案和解することについて、提案理由を申し上げます。 

 市立さくら保育園公用車と第三当事者車両との間で、昨年９月２７日に生じた本件交通

事故につきましては、同年１２月１４日付で損害賠償の額を定め、和解することについて

専決処分を行い、本年３月市議会定例会においてご報告を行っております。 

 当該交通事故におきましては、公用車の運転を受託していた株式会社忠助の責めに帰す

べき理由により本市にも損害が生じましたことから、当該損害の賠償について交渉を重ね、

このたび、協議が整いました。 

 その概要といたしましては、本件交通事故により本市に生じた損害の額について、本市

が西日本自動車共済協同組合に支払うべき保険料の差額１万５,０８０円が少なくとも

３年間継続することによる損害が４万５,２４０円、公用車の車両損害と第三当事者によ

る賠償等の差額による損害が６万９,８２８円、合計１１万５,０６８円とするものでござ

います。 

 以上のとおり和解することにつきまして、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定に

より、議会の議決を求めるものでございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下川 俊秀君）  

 ただいま議題となっております和解することについて２件に対する質疑は、６月２０日

の本会議で行いますので、ご了承をお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．会議録署名議員の指名
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○議長（下川 俊秀君）  

 これより日程第２０、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８５条の規定により、議長において柴田芳信君及

び中尾淳子さんを指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（下川 俊秀君）  

 以上で、本日の日程は全て終了いたしましたので、本日はこれにて散会いたします。 

午前10時47分散会 

────────────────────────────── 
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